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【今年度の実施の流れ】 

⑴ 第１回学校評価の実施（１学期末） 

⑵ 第１回学校評価の結果の分析と教職員への周知、２学期以降の方向性の検討（夏休み職員会議） 

⑶ 第１回学校づくり推進協議会の実施（９月下旬） 

⑷ 第２回学校評価の実施（２学期末） 

⑸ 第１、２回学校評価の結果の分析と教職員への周知（１月職員会議） 

⑹ 全教職員で「学校評価から見える教育活動の成果と課題、今後の方策」につ   

いて検討（２月） 

⑺ ⑹の集約と職員会議での周知及び修正（２月職員会議） 

⑻ 第２回学校づくり推進協議会の実施（２月下旬） 

⑼ 令和７年度の学校評価のまとめ（３月初旬）、松山市教育委員会へ報告 

⑽ ＨＰに学校評価の結果と考察について掲載・公表（３月上旬） 

 

【第１回学校評価実施状況】 

⑴  アンケート実施期間及び実施方法 

生 徒：７月８日（火）（Microsoft Forms） 

保護者：７月４日（金）～７月 17 日（木）（Microsoft Forms） 

教職員：７月４日（金）～７月 14 日（月）（教職員向けグループウェアミライムアンケート ） 

⑵ アンケート回収率 

 生徒 保護者（家庭数） 教職員（校長除く） 

対象人数（人） 276 255 27 

回答人数（人） 240 157 27 

回答率（％） 87．4 61．6 100．0 

 

【第２回学校評価実施状況】 

⑴ アンケート実施期間及び実施方法 

生 徒：12 月 15 日（月）（Microsoft Forms） 

保護者：12 月 15 日（月）～12 月 25 日（木）（Microsoft Forms） 

教職員：12 月 15 日（月）～12 月 19 日（金）（教職員向けグループウェアミライムアンケート ） 

⑵ アンケート回収率 

 生徒 保護者（家庭数） 教職員（校長除く） 

対象人数（人） 277 256 27 

回答人数（人） 234 154 27 

回答率（％） 84．4 60．2 100．0 

 

【評価の数値】 

４：よくあてはまる      ３：あてはまる 

２：あまりあてはまらない   １：あてはまらない 

０：分からない 

・「４」及び「３」を肯定的回答として集計 

・全回答数から「０」を除いた数を有効回答数として肯定的回答率を算出 
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◆重点課題　　〇方策
第１回 第２回 変　容

◆良好な状態である。生徒による評価が上昇しており、支持的風土を育てる学年・学級経営の取組
や、「学校を明るくする調査」等で明らかとなった事案を丁寧に解決してきた取組が功を奏していると考
えられる。
○引き続き、教員自身も人権感覚を磨いていくとともに、「学校を明るくする調査」や「ふれあい相談」を
丁寧に実施し、保護者との連絡を密に行う。

保護者 94.1 93.8 -0.3

教　員 100 100 0.0

学校は、人権・同和教育の視点に立ち、
いじめや差別を許さない意識や態度を
育てている。

生　徒 88.4 91.9 +3.5 △

【評価指数⑤】 対　象
肯定的回答率

◆重点課題　　〇方策
第１回 第２回 変　容

◆良好な状態である。生徒、保護者、教員ともに肯定率が上昇している。総合的な学習の時間等で、
外部講師による講座、地域での防災に関する調査、マイロード活動、職場体験学習などの活動が充実
したこと、また、学校ホームページの頻繁な更新により学校の教育活動を保護者が知ることができてい
ることがこの結果につながったと考える。
○引き続き、本校の魅力化を図るとともに、教育活動の成果を丁寧に発信する。

保護者 93.0 95.3 +2.3

教　員 92.6 100 +7.4

学校は、地域に根ざした教育を行い、郷
土を大切に思う児童生徒の育成に努め
ている。

生　徒 86.5 89.6 +3.1 △

△△

【評価指数④】 対　象
肯定的回答率

◆重点課題　　〇方策
第１回 第２回 変　容

◆大変良好な状態である。生徒、保護者では肯定的回答率が上昇している。日々の授業において、生
徒自身の振り返りと教師からのフィードバックの充実を図っていることが、功を奏していると考えられ
る。全国や県の学力に関する調査においても、いずれも各教科平均を上回っており、実感的な評価に
つながっている。一方で、教員の意識や取組の格差の改善を図る必要がある。
〇引き続き、指導と評価の一体化による授業改善と個に応じた指導の充実を図る。

保護者 91.0 94.0 +3.0 △

教　員 100 96.2 -3.8

学校は、児童生徒の学力や体力の状況
を把握し、それらの充実に向け計画的
に指導を行っている。

生　徒 91.2 95.6 +4.4 △

▼

【評価指数③】 対　象
肯定的回答率

◆重点課題　　〇方策
第１回 第２回 変　容

◆大変良好な状態である。情報機器の普及、タブレット端末を活用した授業実践により生徒、保護者と
もに肯定回答率が上がったと考える。
○引き続き、アナログとデジタルの二者択一ではなく、教科の目標の達成に向けて、それぞれのよさを
生かした授業改善を推進するとともに、研修の機会を活用し、デジタルの活用法についての理解を深
める。

保護者 97.1 97.8 +0.7

教　員 96.3 96.2 -0.1

変　容

学校は、一人一人が分かる喜び、共に
学ぶ喜びを実感できる授業を行ってい
る。

生　徒 89.5

学校は、教科等の指導においてアナロ
グとデジタルそれぞれのよさを適切に生
かした授業改善に取り組んでいる。

生　徒 92.2 94.3 +2.1

【評価指数②】 対　象
肯定的回答率

令和７年度　学校評価の結果と分析（肯定的回答率の変容）

93.8 +4.3 △ ◆大変良好な状態である。生徒の肯定的回答率が上昇している要因として、各教科等での積極的な
授業改善や、「ヒガシンカタイム」の充実した実施等により、生徒同士の学び合い活動が増加し、「共に
学ぶ喜び」を感じる生徒の増加につながったことが考えられる。
○引き続き、個別最適な学びや協働的な学びの実現に向け、授業改善を重ねるとともに、学校ホーム
ページや東中だより等を活用して更なる発信に努める。

保護者 95.4 94.8 -0.6

教　員 100 100 0.0

増減の記号　増〔△＋３、△△＋５、△△△＋10〕　減〔▼－３、▼▼－５、▼▼▼－10〕

【評価指数①】 対　象
肯定的回答率

◆重点課題　　〇方策
第１回 第２回
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◆重点課題　　〇方策
第１回 第２回 変　容

◆大変良好な状態であるが、保護者の肯定的回答率がやや低下している。感染症対策に対する生徒
への意識づけと確実な実施が一層望まれていると考えられる。
〇学年や全校で集まる際には、マスクの着用やうがい、手洗いの実施などを促し、各学年・学級で状
況を見届ける必要がある。保健委員会の生徒を中心に、休み時間の教室換気をしたり、アルコール消
毒を呼びかけたりするなど、感染予防の取組を強化する。

保護者 97.1 93.7 -3.4 ▼

教　員 96.3 96.3 0.0

学校は、換気や手指衛生などの基本的
な感染症対策を行っている。

生　徒 93.5 94.8 +1.3

【評価指数⑩】 対　象
肯定的回答率

◆重点課題　　〇方策
第１回 第２回 変　容

◆大変良好な状態である。学級での健康観察、tetoruを活用した保護者からの情報共有が適切に行
われており、緊急の場合にも、学級担任や養護教諭による家庭への丁寧な連絡が行われている。養
護教諭が発行する保健だより、保健委員会の日常的な活動なども、高評価につながっていると考えら
れる。
〇今後も引き続き、家庭との連携を図るとともに、情報発信や委員会活動を活発にする。

保護者 95.0 97.8 +2.8

教　員 96 100 +3.7

学校は、家庭と連携して個々の健康状
態を確認するとともに、環境衛生の維
持・改善を行い、児童生徒の健康保持・
増進に努めている。

生　徒 95.8 95.9 +0.1

△

【評価指数⑨】 対　象
肯定的回答率

◆重点課題　　〇方策
第１回 第２回 変　容

◆大変良好な状態である。定期的なマナーアップ運動や下校指導の見守りを行うとともに、安全点検
の実施による危険個所の早期発見と早期改善を行ってきたことが高い評価につながっていると考えら
れる。下校態度の乱れが気になる場面もあるため、継続的な指導と見守りが必要である。
〇これまでの取組を継続するとともに、通学路の危険箇所の把握に努め、機会をとらえて校区内巡視
を行う。

保護者 93.8 96.3 +2.5

教　員 100 100 0.0

学校は、児童生徒に交通安全やけが等
の防止について適切な指導を行うととも
に、安全な環境づくりに努めている。

生　徒 96.4 98.2 +1.8

【評価指数⑧】 対　象
肯定的回答率

◆重点課題　　〇方策
第１回 第２回 変　容

◆良好な状態である。生徒、保護者ともに肯定的回答率が上昇している。学年を問わず参加できる進路説
明会の実施等、早い段階で高校の情報を得る機会があることや総合的な学習の時間等におけるキャリア
教育の充実が功を奏していると考えられる。
○これまでの取組をさらに充実させるとともに、学校全体でキャリア教育を強化し、進路や入試に関する情
報も、保護者へ積極的に発信していく。

保護者 83.6 86.4 +2.8

教　員 100.0 96.2 -3.8

学校は、将来に夢を持ち、自分の進路
や生き方について考える児童生徒を育
てている。

生　徒 96.2 96.7 +0.5

▼

【評価指数⑦】 対　象
肯定的回答率

◆重点課題　　〇方策
第１回 第２回 変　容

◆良好な状態である。校則検討委員会の実施を通して、きまりの意義を見つめ直したり、合議的な意
思決定による変更が実現したりしたことが、実感的な評価につながったと考えられる。
〇引き続き、生徒の実態に即した適切な指導ときまりの見直しを図る。また、校則検討委員会に向け
た話合いの充実を図り、自律や自治の意識を高めていく。

保護者 89.7 91.5 +1.8

教　員 100 100 0.0

学校は、「学校のきまり」など生徒指導
体制の見直しを行い、児童生徒の実態
に応じた適切な指導を行っている。

生　徒 88.0 91.3 +3.3 △

【評価指数⑥】 対　象
肯定的回答率
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◆重点課題　　〇方策
第１回 第２回 変　容

◆大変良好な状態である。ホームページについては、必要な情報が適宜公開され、教育理念に基づいた日々の
教育活動の様子が毎日発信されていることが評価されていると考えられる。また、周知文書等を紙媒体と電子媒
体（tetoru）の両方で配布していることもよいとの声が多い。そのほか、生徒の手書きメッセージを掲載するなど温
かみのある東中だより、デザインアプリ（Canva）を使ったカラフルで親しみやすい保健だよりなど、充実した情報
発信ができている。
〇充実した情報発信を持続可能な取組にするために、役割分担や頻度等を精査する。

保護者 98.1 96.7 -1.4

教　員 100.0 96.3 -3.7

学校は、学校・学年だよりやホームペー
ジ、配信システムにより、積極的に情報
を発信している。

生　徒 97.6 99.0 +1.4

▼

【評価指数⑮】 対　象
肯定的回答率

◆重点課題　　〇方策
第１回 第２回 変　容

◆良好な状態である。地域から外部講師を招いての講演会や演奏会、文化祭での書道パフォーマンスなど、例
年以上に多様な機会を設けたことが、保護者の高い評価にもつながったと考えられる。また、保護者の声を採り
入れ、授業公開日を特別に設けた。様々な教科の授業参観やヒガシンカタイムへの参加が実現し、大変好評で
あったことも今年度の大きな成果であった。生徒の実感的評価を高め、肯定的回答率の上昇に努めたい。
〇今後も外部との連携・協力を一層進めるとともに、生徒がその意味や価値をさらに実感できるような働き掛けを
随時行う。

保護者 93.6 97.0 +3.4 △

教　員 100 100 0.0

学校は、教育活動の充実に向けて地域
や保護者と連携・協力している。

生　徒 93.4 93.2 -0.2

【評価指数⑭】 対　象
肯定的回答率

◆重点課題　　〇方策
第１回 第２回 変　容

◆良好な状態である。生徒と教員の高い肯定的回答率に対して、保護者の肯定的回答率はやや低く、
第１回学校評価よりも低下している。
〇校内研修や小中四校連携推進事業、各教員が個別に受講した研修などについて、その内容や成果
などを、ホームページで積極的に発信する。

保護者 93.5 91.5 -2.0

教　員 100 100 0.0

学校は、子どもたち一人一人が分かる
授業づくりや、様々な教育課題への対
応のため、積極的に研修に取り組んで
いる。

生　徒 93.8 96.8 +3.0 △

【評価指数⑬】 対　象
肯定的回答率

◆重点課題　　〇方策
第１回 第２回 変　容

◆大変良好な状態である。今年度から、管理職、学年主任、特支主任生徒指導主事による朝の打合せを行って
おり、情報共有や方向性の共通理解が密に図られている。打合せ内容はTeamsを活用して全教職員で共有でき
るようにしており、その上で、学級担任を中心に、様々な事案に対して細やかに対応ができていることが功を奏し
ていると考えられる。
〇今後も風通しのよい組織風土を保持し、全教職員が共通認識の下、より一層組織的に指導、対応していけるよ
うにする。

保護者 94.1 95.2 +1.1

教　員 96 100 +3.7

学校は、管理職や学年主任等を中心と
した組織的な対応を行っている。

生　徒 93.6 96.8 +3.2 △

△

【評価指数⑫】 対　象
肯定的回答率

◆重点課題　　〇方策
第１回 第２回 変　容

◆良好な状態である。ひとり一人の個性や思いが尊重されていると実感する生徒が増加している一方
で、保護者の肯定的回答率はやや低下している。
 〇生徒や保護者の不信につながる言動を厳に慎むとともに、本校で実施している特別支援教育の視
点に沿った取組が、保護者によく伝わるよう、ホームページやtetoruの活用等により発信していく。

保護者 93.0 90.5 -2.5

教　員 100.0 100 0.0

学校は、特別支援教育の視点をもって
取り組み、個に応じた配慮や指導を適
切に行っている。

生　徒 92.5 93.6 +1.1

【評価指数⑪】 対　象
肯定的回答率
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学校は、関係園・校で連携して児童生徒
への理解を促進するとともに、系統性を
重視した学習指導を行っている。

生　徒 92.6 95.3 +2.7

▼▼

◆良好な状態であるが、生徒の肯定的回答率が上昇しているのに対し、保護者、教員の肯定的回答
率が大幅に減少している。
〇連携の内容と成果を、ホームページ等で定期的に発信するとともに、生徒理解や学習の系統性に
関する情報を全教職員で共有できる体制を整える。特別支援学級の生徒については、福祉・医療等と
の連携も行っているので、その実践等を通常学級の教員に伝える機会を作る。

保護者 93.8 88.0 -5.8 ▼▼

教　員 100 92.3 -7.7

【評価指数⑱】 対　象
肯定的回答率

◆重点課題　　〇方策
第１回 第２回 変　容

生　徒 86.7 90.9 +4.2 △

▼▼

◆良好な状態であるが、保護者、生徒の肯定的回答率が上昇しているのに対し、教員の肯定的回答
率は大幅に低下している。
〇本校は、松山市幼保小中連携推進事業の研究推進校であり、合同研修等を通して連携が密に図ら
れている。研修等で得た学びを日々の授業づくりに生かすためにも、すべての教員が年間を通した取
組の意義を共有し、理解を深めていけるよう、機会をとらえて啓発する。

保護者 90.8 94.5 +3.7 △

教　員 96.3 87.5 -8.8

◆重点課題　　〇方策
第１回 第２回 変　容

◆大変良好な状態である。言語活動については、各教科の授業だけでなく、人間関係力向上プログラムの
継続的な実施など、伝え合う活動を多く取り入れた教育活動が評価されている。また、正門付近の掲示板
の手書きメッセージは、保護者や地域の方々からも好評を得ている。教室掲示や、廊下の各種ポスター、生
徒作品、季節の貼り物、学年掲示など、多くの人の手で環境整備ができている。
〇学校全体で、今年度の取組を発展的に継続していく。

【評価指数⑰】 対　象
肯定的回答率

◆重点課題　　〇方策
第１回 第２回 変　容

保護者 94.2 97.0 +2.8

教　員 100 100 0.0

学校は、小１プロブレムや中１ギャップ
の解消につなげるために関係園・校で
連携し、児童生徒の学校生活に対する
不安感の軽減を図っている。

学校は、言語活動の充実及び展掲示の
工夫等の環境整備に努めている。

生　徒 95.0 97.6 +2.6

【評価指数⑯】 対　象
肯定的回答率


